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教授 :大島駿作,助教授 .･門 政男,助手 :北市正則,講師(非常数):日置辰一朗,中島道郎,佐藤篤彦,杉本
幾久雄,今井弘行,中山昌彦,技官 :今井保代 ･技能補佐員 :谷間文子,奥田敦子,今村美貴
(老化生物学分野)
教授 :竹田俊男,助教授 :細川昌則,講師 :樋口京一,講師(非常数):馬場満男,里内 清,岩倉洋一郎,技
冒 :松下隆詩,小岸久美子,岩井昭一,技能補佐員 :門田一美,医員 :内木定延
生態防御学部門
(感染 ･炎症学分野)
教授 :久世文事,助教授 :川合 活,講師 :桐谷良一,講師(非常数):今井節朗,中井 準,岩田猛邦,辻野博
之,中西通泰,田中健一,技官 :本間 トキェ,技能補佐員 :片岡和美,右坪展理子
(免疫学分野)
教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :鍔田武志,勅使河原計介,講師(非常数):徳永 徹,浜 島博,佐
渡敏彦,高沖宗夫,技官 :高沖悠子,技能補佐員 :中川澄江,(研修医):松田 修
(臨床免疫学分野)
教授 :泉 孝英,助教授 :平田健雄
生態調節再建学吾即弓
(臨床生理学分野)
教授 :久野健忘,助教授 :大井元晴,講師(非常数):仲 田 社,山田久和,太田和夫,山林 -,中川正清,加
藤幹夫,技能補佐員 :服部央子,石田嘉子,
(胸部外科学分野)
教授 :人見滋樹,助教授 :和田洋巳,講師 (非常助):吉栖正之,秋山文滴,香川輝正,草用 賀,小林君美,
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教授 :鈴木康弘,助教授 :喜納辰夫,医員 :藤田菓子
(細胞生物学分野)





施設長 (兼)教授 :竹田俊男,助教授 :前田道之,技官 :安岡倉-,大字雪雄,近藤照子
臨床部門共通講師(非常数):阿部光幸,伊藤春海,小野公二,胸部外科学･臨床生理学共通講師(非常数):玉井 直
(事務部)
事務部長 :馬場停次,管理課長 :北尾幸一,庶務掛長 :塩見弘之,同主任 :生駒時秀,同事務官 :池下和美,水
原貞子,同技官 :藤木清文,事務補佐員 :龍田直子,相田 薫,経理掛長 :西田芳信,同主任 :野元頼子,山田
政虞,同事務官 :中久保隆雄,天野浩明,山腰俊昭,事務補佐員 :中瀬安子,施設掛長 :谷 泰雄,同技官 :人
見博和,松浦 康,小西喜一郎,業務課長 :池田忠夫,医事掛長 :畠中秀雄,同主任 :西田善吾,同事務官 :野
田芳子,殿崎雅弘,泉森嘉宏,東部浩志,竹内孝子,事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,大谷小百合,徳田里江,






科長 (兼)教授 :久世文事,外来医長 (兼)助教授 :倉滞卓也,病棟医長 (兼)講師 :桐谷良一,助手 :村山尚
子,田中栄作,鈴木克洋,医員 :松井保憲,(研修医):三宅淳史,千葉 秀,有田真知子,中谷光一
(第二内科診療科)
科長 (莱)教授 :大島駿作,外来医長 (莱)助教授 :門 政男,病棟医長講師 :松井祐佐公,医員 :長井苑子,
楠目 馨,西村浩一,安井一括
(外科診療科)
科長 (兼)教授 :人見滋樹,外来医長 (兼)助教授 :和田洋巳,病棟医長講師 :青木 稔,助手 :千原幸司,神
頭 徹,水野 浩,医員 :小林 淳,美崎幸平,
(理学呼吸器科診療科)
科長 (兼)教授 :久野健忘,外来医長助教授 :佐藤公彦,病棟医長 (兼)助教授 :大井元晴,講師 :三嶋理晃,
助手 :陳 和夫,医員 :中村吉法,島田一恵, (研修医):平井豊博,宮原 亮
(検査部)
検査部長助教授 :木野稔也,技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,春名和代,黒住居史,山根すま子,技術補佐
負 :冨田由美子,植村知子,上田多恵子,技能補佐員 :林 すみ子,東 沓枝,大宮初美
(放射線部)
放射線部長 (莱)教授 :高橋正治,技師長 :溝川純一,同主任 :蔵岡信良,技官 :大坂泰夫,灘井智代子,曽我
部康之,田中龍戒,平井 要,村上雅之,技能補佐員 :小林 忍,北 玲子
(手桁部)
手術部長 (兼)教授 :人見滋樹




材料部長 (兼)助教授 :川合 満
(輸血部)
輸血部長 (莱)教授 :泉 孝英
(薬剤部)
薬剤部長 :井狩 節,同主任 :洋間平和 技官 :藤原芸子,川田昌子,川勝一堆,薬剤師 :中島英一,奥村秀夫,
事務補佐員 :蓮田明子
(看護部)







カネ子,片桐久江,原田芳香,能井美千代,森 朝子,技術補佐員 :山本裕子,佐保昭子,秋里 棺,早川泉子,
曽我部京子,技能補佐員 :安部川百枝,松本不二
教 官 人 事
腫疫学分野 高 橋 正 治 教 授
昭和64年 1月 1日付で当研究所細胞調節学部門,腫疫学分野の主任教授として高橋正治教授が就任された.高
橋教授は東京都出身で,当年54歳.昭和37年3月に本学医学部を卒業され,大学院医学研究科博士課程を経て,












臨床免疫学分野 泉 孝 英 教 揺
昭和64年 1月 1日付で当研究所,生体防御学部門,臨床免疫学分野に泉孝英教授が就任された.泉孝英教授は
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大阪府出身で当年53歳,昭和35年 3月に本学医学部を卒業され,当研究所内科学第 2部門に入局後,大学院医学





































































老化生物学分野 樋 口 嘉 一 講 師
老化生物学分野の講師に昇任した樋口君は京都大学農学部の修士課程を修了后1980年4月より医学研究科博士





























































学 術 集 会 記 録
昭和63年度 京大胸部研学術講演会抄録
教授就任講演 :放射線抵抗がんの治療
腰痛学分野 高 橋 正 治
通常行われている外部照射法では治療効果を期待できないがんを放射線抵抗性がんとよんでいる.このような
症例に対する治療対策をテーマに,放射線増感剤や温熱療法の併用,術中照射法について研究してきた.
放射線増感剤は,古くは BUdR(BrdU)や 5-FU などのハロゲン化ピリミジンのように,放射線の最大のタ
ーゲットである DNA,DNA合成に対する放射線障害を相乗的に増強する物質と,現在なお研究中である低酸素
性細胞増感剤とがある.前者はとくに,BUdRと5-FUを少量づつ併用することによって,より大きな増感効果
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が得られることを作用機序,pharmacokinetics,実験腫癖に対する増感率 (SER)から証明したのち,約60例の上
顎癌,舌癌に応用した.その結果,著明な一次的治療効果を得たが, 3年を経ると再発する症例がときどきみら




温熱療法は 42-45oC の加温を行う方法で,これによって放射線効果は著しく増強される. とくに低酸素層の
細胞にも強い致死効果を与えること,また腫療血管が強い傷害を受ける (腫療系によって異るが)ことを組織学






















経 過 臨 床 診 断
急 性 急性間質性肺炎 (AIP)
亜急性 BOOP
慢 性 特発性肺線維症 (IPF)
リンパ球性間質性肺炎 (LIP)
IPFの急性悪化







































た.形成される格子状 ミエリンの量は含まれる各々の蛋白量と密接な関連を有 しており,更に lecithinと phos-
phatidylglycerolとの比率も重要な要素であることが示された･SP-Aを付加することによって形成された格子状
ミエリンには表面活性はみられず,以上の知見から推測すると,Ⅲ型上皮内の層状封入体では脂質と疎水性蛋白




A,SP-B と対照肺より得た同様の蛋白を種々組合せて検討してみると,患者 SPIA と対照 SP-B･脂質複合体
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所 長 大 島 駿 作










6. 犬肺移植における肺および気管支吻合部の病理組織学的検討 外 科
7. トロント大学における肺移植臨床例の報告 トロント大学
泉 孝 英
鈴 木 康 弘
人 見 滋 樹
長 井 苑 子
木 村 謙太郎




8. 総 合 討 論
閉 会 の辞 所 長 大 島 駿 作
日 時 昭和64年 1月28日 (土)午後1時30分～ 5時50分
会 場 楽 友 会 館
胸部研特別ゼミナール
〔特 別 企 画〕 M1細胞樹立20周年記念シンポジウム ｢白血病細胞の増殖と分化の制御｣
日 時 :1989年 3月27日 (月)13:00-17:30
場 所 :京 大 会 館
開 会 挨 拶 市 川 康 夫 (ノートルダム女子大学)
--座 長 市 川 康 夫
1. M1細胞による白血球の分化誘導療法開発 -･.･････-穂 積 本 男 (埼玉がんセンター研究所)
2. ビタミンDの分化誘導作用
3. M1細胞の分化とTNF
須 田 立 堆 (昭和大学歯学部)
--座 長 平 芳 一 法
道 下 足 弘 (京都大学医学部)
4. 白血病細胞における細胞骨格異常-----------永 田 和 宏 (京都大学胸部疾患研究所)
--座 長 矢 原 一 郎
5. マウス･フレンド細胞の細胞分化の機構--- -- -大 石 道 夫 (東京大学応用微生物研究所)
6. マスト細胞の分化制御 北 村 幸 彦 (大阪大学医学部)
145回 1988年11月28日 C-myc蛋白質によるDNA複製と転写調節
有 賀 寛 芳 (東京大学,医科学研究所)
146回 1989年 3月25日 ヒト胸腺上皮とT細胞の相互作用
中 山 雅 之 (国立小児病院,小児医療センター)
147回 1989年3月24日 フィブロネクチンの分子生物学
一遺伝子の構造から細胞接着機能の発現まで一
小 原 政 信 (東京大学,医科学研究所)
1989年3月
業 績 目 録
- ll-
内 科 学 第 二 部 門
〔分 担 執 筆〕
環境呼吸器病学分野および臨床免疫学分野
泉 孝英 :2･3有機合成物および無機物,臨床産業医学全書2-1 五島雄一朗,西川憤八,山田和生,千葉
保之,三上理一郎,島 正吾編 :産業内科学 循環器系/呼吸器系 Ⅵ職業性過敏性肺臓炎,p.732-738,区歯薬
出版,1988.















泉 孝英,北市正則監訳,平田健雄,藤村直樹,三尾直士,江村正仁,長井苑子,松井祐佐公,門 政男, 西
村浩一訳 :びまん性肺疾患の生検診断 (FlintA,ColbyTV: SurgicalPathologyofDifuselnmtrativeLung
Disease,Grune良 Stratton,Orlando,1987),金芳堂,京都,1988.pp.172.1章 肺生検の一般的原則,p･118(北
育),2章 びまん性肺疾患を呈する感染性疾患,p･9-48(平田),3章 肺好酸球増多症,過敏性肺臓炎,薬剤誘





大島駿作 :肺の NK 細胞活性に及ぼす喫煙の影響,医学のあゆみ,144; 954,1988.
大島駿作,安場広高 :異型肺炎 :Mediame山 News,1213,8-9,1988･
泉 孝英 :特集 『サルコイ ドー シス』サルコイ ドー シス研究の歩み,最新医学,43(7):139ト1396,1988.
泉 孝英 :特集 『サルコイ ドー シス』サルコイ ドー シスの臨床と検査所見-サルコイ ドー シスの診断 ･活動度,
最新医学,43(7):1522-1529,1988.
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泉 孝英 :特集 『注目のびまん性肺疾患』びまん性疾患とは,綜合臨床,37(ll):2549-2552,1988.
泉 孝英 :特集 『注目のびまん性肺疾患』びまん性肺疾患の診断プロセス,綜合臨床,37(ll):2564-2567,
1988.
Sharma,OM P･(泉 孝英訳):特集 『注目のびまん性肺疾患』AIDS,綜合臨床,37(ll):2584-2599,1988.
泉 孝英,長井苑子:『呼吸器疾患最近の動向(10)』呼吸器疾患における気管支肺胞洗浄液検査の意義,医学
の門,28(5):36-43,1988.
泉 孝英 :特集 『びまん性汎細気管支炎をめぐる最近の話題』びまん性汎細気管支炎症例における免疫機能.
医学のあゆみ,147(1):24-26,1988.
泉 孝英 :特集 『呼吸器疾患一特殊病態の診断と治療』気管支 ･細気管支拡張症,現代医療,21(1):2776-2983,
1989.
松井祐佐公 :肺癌治療の現状と将来-の展望,滋賀医学,10(2):ト3,1988.
北市正則 :特集 ｢サルコイ ドー シス｣サルコイ ドー シスの病理組織像 最新医学,43:1383-1386,1988.
北市正則 :特集 ｢サルコイ ドー シス｣サルコイ ドー シスの病理像,最新医学,43:1446-1453,1988.
北市正則,泉 孝英 :ヨoop,呼吸と循環,36:1075-1081,1988.
北市正則 :びまん性肺疾患の病理組織所見-DAD と UIPを中心に-総合臨床,37:2553-2563,1988.
北市正則 :原因不明の間質性肺炎の治療,ModernPhysician,9: 347-350,1988.
長井苑子,泉 孝英 :BAL と結果の解釈,臨床免疫,20:145-155,1988.
長井苑子 :肺のびまん性疾患 a,過敏性肺臓炎,臨床医,14:450-451,1988.




西村浩一,伊藤春海 :特集 ｢サルコイ ドー シス｣1988 カラーグラフ サルコイ ドー シスおよび関連疾患の胸
部X線と CT 所見,最新医学,43(7):1387-1390,1988.
西村浩一,伊藤春海 :特集 ｢サルコイ ドー シス｣1988 サルコイ ドー シスの胸部X線と CT所見,最新医学,
43(7):1469-1474,1988.
















木野稔也,佐竹範夫,安場広高,福田康二,前原順一,泉 孝英,大島駿作 :釣餌店主にみられた釣餌 ｢トビ









長井苑子 :AngistensinⅢの BALF マクロファージのアクセサ リー 機能におよぼす影響 特にサルコイ ドー





















































































佐々木義行,西村 康,故倉 恵,川上 明,沢野哲雄,浅本 仁,西脇洗一,小林敏信,石井 奏,李 時,
楠木秀和,糸山光麿,吉田睦広,北市正則 :開胸肺生検によりDiffuseAlveolarDamageと診断された-症例,
第37回間質性肺疾患研究会討議録,p･ll-21･
吉良枝郎,岩田猛邦,河端美則,北市正則,斎木茂樹 :BOOP (Bronchiolitisobliteransorganizing pneu-
monia)とその周辺疾患,呼吸,7:652-667,1988.
〔学会,研究会発表〕
泉 孝英,長井苑子,西村浩一,北市正則,大島駿作,藤村直樹, 中山昌彦,大野聖子,辻 重行 :IPF と
BOOPの鑑別診断,第85回日本内科学会講演会 (63.4.1).
泉 孝英,長井 苑子,竹内 実,渡辺和彦,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作,藤村直樹,川添隆




Izumi,T･,Nagai,S･: Corticosteroidsinhibitspontaneousresolution ofBHL shadowsin sarcoidosis･
AmericanThoracicSociety1988AnnualMeeting(1988･5.10,La§Vegas)･
Izumi,T･,Nagai,S･: 間質性肺疾患 『肺胞洗浄細胞所見の臨床的価値』第16回箱根呼吸討議会 (63.5.22)･
泉 孝英 :シンポジウム 『肺線維症の臨床』原因不明のびまん性間質性肺炎 ･肺線維症に関する再検討,日本
結合織学会総会 (63.6.29).
Izumi,T･: ComparisonofclinicalandpathologlCal丘ndingsbetweenasymptomaticindividualsasdetected
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田村康一,人見滋樹,門 政男 :教育展示 ｢直視下生検による大出血例の BF所見｣異常血管,第11回日本気
管支学会総会 (63.6.1)
門 政男,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :化学療法中,多発結節状の胸
膜腫疫を認めた結核性胸膜炎の-症例,第63回日本結核病学会総会(63･6･2).
松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :肺癌無治療例の検討,第28回日本胸部疾
患学会総会 (S63.4)








松井祐佐公,北市正則,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :40才未満肺癌症例の検討.罪
29回日本肺癌学会総会 (S63.10).
松井祐佐公,佐竹範夫,安場広高,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :5-Fu及び G十十抵抗剤の併用
療法により5年以上生存している肺腺癌の1例.第50回日本肺癌学会関西部会 (平成元年,2月).














Kitaichi･M: Alveolarseptalin且ammation: A comparativepathologicalstudyofidiopathicpulmonary
fibrosisandBOOP,InternationalSymposium onInterstitialPneumoniaofUnknownEtiology(63.10.25)･
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作 :過敏性肺臓炎,サルコイ ドー シ
スにおけるBALF-T リンパ球上のCD3抗原発現差とその制御に関する検討,第28回日本胸部疾患学会総会(63･
4.27).
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作 :BALF マクロファージのアク





長井苑子,泉 孝英,西村浩一,北市正則,江村正仁,三尾直士,竹内 実,大島駿作 :間質性肺炎および肺
気腫症例にみられた血中ウイルス抗体価の有意な上昇について,第16回日本臨床免疫学会総会 (大阪.63･6･17).
1989年 3月 - 17-
長井苑子 :特別講演 :肺の炎症性疾患とリンパ球,第 4回肺と免疫研究会 (63.9.17).
Nagai,S: ThevalueofBALFcellfindirlgfordifferentiationofidiopathic UIP,BOOP and interstitial
pneumoneaassociatedwithcollagenvasculardisease,Intennationalsymposium oflnterstitialPneumoniaof
unknownetiology(63.10.24).
長井苑子,竹内 実 :サルコイ ドーシス症例の BALFmacrophageの病変形成における役割 (シンポジウム:
｢サルコイ ドー シスにおけるマクロファージの機能と役割｣)(63.ll.ll).




長井苑子 :肺移植をめぐって一適応となる症例とその時期 シンポジウム :昭和63年度京大胸部疾患研究所講
演会 (平成元年1.28.).










K･NishimuraandH.Itoh: IsCT usefulindifferentiatingbetween13OOPandidiopathicUIP? inter-
nationalSymposium oninterstitialpneumoniaofunknownethiology,(26,October1988･Tokyo)･
西村浩一,三尾直士,北市正則, 泉 孝英.金岡正樹, 伊藤春海, 川口英人 :Pulmonarylymphangiomy0-









支嘱息発作時の血小板活性化の関与--バ リン負荷テス トによる検討｡第28回日本胸部疾患学会総会 (63･4･27).
安場広高,江村正仁,門 政男,大島駿作 :左主気管支に発生 し,左下葉気管支拡張を伴 った BronchialCar-
CinoidTumorwithOncocyticFeaturesの一例.第34回近畿気管支鏡懇話会 (63.7.22),
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Immunology(63.10.21)･




例におけるBリンパ球活性化状況の検討,第32回 FLD シンポジウム (昭和63年9月10日).
三尾直士,泉 孝英,竹内 実,長井苑子,江村正仁,北市正則,大島駿作 :IPF症例における BALF,血清
中の CSF活性に関する検討,第28回胸部疾患学会 (S63.4.28).
三尾直士,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作 :約20年の経過中に肺線維化が進行し,肺癌の合併によ
り死亡したサルコイ ドー シス病の一例,日本サルコイ ドー シス学会 (63.ll.12).
三尾直士,長井苑子,泉 孝英 :IPF(UIP)症例の開胸肺生検肺由来の肺線維芽細胞の増殖速度に関す る検
討,第33回 FLD シンポジュウム (HI,3.ll).
三尾直士,西村浩一,北市正則,泉 孝英 :開胸肺生検後エリスロマイシン治療中,約半年の経過で嘱息性症
状が出現した DPB の 1例,第10回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (HI･1.28)･





科 馬庭燕 :｢労作時呼吸困難を主訴とし,びまん性陰影を呈した Sj6gren症候群の一例｣第44回びまん性肺疾
患研究会 (平成元年2.18).
竹内 実,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,三尾直士,HtinAung,渡辺和彦,大島駿作 :肺細胞マクロファー




竹内 実,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,三尾直士,HtinAung,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙が肺胞マクロフ
ァージのコロニー形成能及び CSF産生能に及ぼす影響について,第16回日本臨床免疫.学会総会 (63.6.18).
竹内 実,長井苑子,HtinÅung,三尾直士,江村正仁,北市正則,泉 孝英 :IL-1産生とその制御-特に
IL-1抑制活性の出現一第29回京大臨床免疫研究会 (63.12.3).
ティン･オン,長井苑子,竹内 実,泉 孝英,大島駿作,肺結核症例末梢血単球の IL-1産生能に関する研
究 :第62年度日米医学協力研究会結核部会研究会 :昭和63年 2月16日 (東京).
HtinAung,長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作 :BALF
マクロファージ由来のインターロイキン活性抑制因子に関する検討-IL-1産生におよぼすインドメサシン,プロ
スタグランディン E2の影響-.
AungH,長井苑子,竹内 実,泉 孝英,大島駿作 :肺結核症例の末栴血単球より産生遊離されたインター
ロイキン活性についての検討,第63回日本結核病学会 (S63.6.2札幌).
Aung･H･長井苑子,渡辺和彦,竹内 実,江村正仁,三尾直士,北市正則,泉 孝英,大島駿作,藤村直樹 :
サルコイ ドー シス症例Tリンパ球の IL-1に対する遊走能の検討,第 8回日本サルコイ ドー シス学会総会 (S63.
ll.ll).
鍔田利恵子,公文正仁,川口英人,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,小山 弘 :COPp-ABD 療法と 60Co
照射の sandwitch療法にて良好な経過をとった進展例 Hodgkin'sdiseaseの3例,第125回日本内科学会近畿地
方会 (S63.6)


























中山昌彦 :びまん性肺疾患のレントゲン及び CT像について,第3回胸部疾患研究会 (63.6.18).




中村 昇,鎮 由加利,栗山卓也,辻 重行,浅妻茂生,中山昌彦 :7年間の経過観察中寒冷凝集素症の合併,
胸水,心嚢水貯蓄を見た肺アミロイ ドー シスの1剖検例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (88･6.25).
栗山卓弥,中村 昇,大野聖子,辻 重行,浅妻茂生,中山昌彦 :SIADH及び ACTH産生能を呈し,多彩
な進展を示した肺小細胞癌の一例,第14回京都医学会 (88.9.18).
辻 重行,栗山卓弥,中村 昇,浅妻茂生,中山昌彦 :両側横隔膜麻棒の一例,第32回日本胸部疾患学会近畿
地方会 (88.ll.26).
辻 重行,栗山卓弥,中村 昇,浅妻茂生,中山昌彦 :成人の先天性食道気管支壕の1例 第35回近畿気管支
鏡懇話会 (88.12.23).
浅妻茂生,辻 重行,中村 昇,栗山卓弥,中山昌彦 :気管狭窄より発症した食道癌の1例,第36回近畿気管
支鏡懇話会 (89.3.30).
藤村直樹,松尾晃次,川添隆司,田中 茂,梅宮正志,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一郎 :慢性気管文 相息に
おける PF自己測定による β刺激薬定期吸入の効果評価.第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近
畿地方会 (S63.6.25.大阪).
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千,泉 孝英 :突発性難聴,胸水を伴うびまん性肺陰影,呼吸不全を呈したマイコプラズマ肺炎の1例,第62回
日本結核病学会,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.ll.26,奈良).
藤村直樹,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,巌酉真規,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一朗,山口慎也,奥 英
弘,森中節子,今井雅夫 :経過中,嘱息,皮膚紅斑,尿崩症,下肢腫脹,Heerfordt症候郡を伴ったサルコイド
ーシスの1例,第62回日本結核病学会,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.ll.26,奈良),
藤村直樹,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,巌西真規,水野 浩,加藤幹夫,日置辰一朗,山口慎也,奥 英












梅宮正志,田中 茂,川添隆司,松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫, 日置辰一朗 :Bartter症候群に気管支嘱息
を合併した1例,第61回日本結核病学会,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (S63.6.25.大阪).





















末永直人,林 文明,宮内伸夫,中村 仁,栗栖呂郎,北田修,杉田 茸,植松邦夫,北市正則 :肺硬塞およ
び肝静脈閉塞を呈した hypereosinophilicsyndromeの1例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.6.25).
田中-徳,梅本真三男,藤尾 彰,香川輝正,米津精文,岡村明治,泉 春暁,北市正則 :炎症所見を有する
肺発生 リンパ球系細胞増殖性疾患と思われる1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (63.ll.26).
1989年3月 - 21-
















大島駿作 :CurrentProblemsinRespiratoryDiseases,ベルサハバタン病院講演会 :昭和63年 8月23日 (ジャ
カルタ).
大島駿作 :CurrentProblemsinRespiratoryDiseases,インドネシア大学講演会 :昭和63年 8月24日 (ジャカ
ルタ).
大島駿作 :CurrentProblemsinRespiratoryDisease,アヒドー ル大学 シラ病院講演会 :昭和63年 8月30日
(バンコック).
sharma,OM P.(泉 孝英訳):ARDS･TherapeuticResearch,8(3)‥623-633,1988･
泉 孝英 :慢性ベリリウム肺をめぐって ･日本とアメリカの対策の相違,医学のあゆみ 145(3):158,1988･
泉 孝英 :特集 『ターミナルケア :高度医療とのはぎまで』ターミナルケアに思う肺癌患者の末期医療費,医
*'88 4(5):20-21,19881
泉 孝英 :特別講演 ｢IPF をめぐって｣ 第10回神奈川呼吸カンファレンス (63.6.ll).
泉 孝英 :特別講演 ｢肺線維症をめぐって｣, 広島大学第2内科開講40周年記念会 (63･6･18).
泉 孝英 :特別講演 慢性閉塞性肺疾患をめぐって ｢COPD はわが国ではどのように理解されたか｣,第169
回長崎市医師会学術講演会 (63･5･24).
sharma,OM P.,泉 孝英 :特集 サルコイ ドー シス 『対談』サルコイ ドー シスをめぐって,最新医学 43(7):
1562-1575,1988.
泉 孝英:『巻頭言』江戸の蘭学 ･長崎の蘭学,呼吸7(7):763,1988･
泉 孝英 :『特別講演』慢性閉塞性肺疾患の現状と治療,宇部市,小野田 ･厚狭郡 ･美市 ･吉南医師会学術講
演会 (63.7.15).
泉 孝英 :特別講演 『慢性閉塞性肺疾患の診断と治療』学術講演会 (静岡,63.8.20).
Izumi,T.: DimlSeParbronchiolitis,SeminarinlnstitutZA PlucneBolesti,NoviSad,Yugoslavia(1988･
9.12).
泉 孝英 :いわゆる PIE 症候群の原因と病態について説明してください,宮本昭正,奥田 稔監修 『気道疾
患Q&A』(13):1987.
泉 孝英 :スカンジナビアにおける呼吸器医療,呼吸7(9):1078-1080,1988.
泉 孝英 :肺線維症をめぐって.名古屋市立大学第二内科山本正彦教授開講十周年記念講演会 (63.9.22)･
泉 孝英 :特別講演 『閉塞性肺疾患をめぐって』,大牟田市医師会大牟田内科小児科医会学術講演会(63.9･29).
泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎,診療手帖(96):24-30,1988･




泉 孝英 :閉塞性肺疾患について,尼ケ崎市内科医会 (63.12.14).
泉 孝英 :ユーゴスラビアの結核 ･胸部疾患研究所,呼吸7(12):1420-1422,1988.
泉 孝英 :インタビュー 『特発性肺線維症とは何か』,週刊医学界新聞 (1828):6-7,1988.
泉 孝英教授に聞く:特発性肺線維症,京都新聞 (1.1.12).
泉 孝英 :特別講演 『特発性間質性肺炎 ･肺線維症-臨床経過,病理像からみた疾患像の再整理-』,昭和63
年度京都大学胸部疾患研究所学術講演会 (1.1.28).
泉 孝英 :特別講演 『わが国における閉塞性肺疾患の現状』,第18回大気汚染公害認定研究会 (1.1.29).
泉 孝英 :健康相談会 『検診で巨大肺のうほう症と言われた』,すこやかファミリー (196):25,1989.
泉 孝英 :特別講演 『わが国における閉塞性肺疾患』学術講演会 (1.2.25).
泉 孝英 :結核 ･成人病予防は自分の手で一結核の新しい知識 ･正しい知識一束都市 『健康増進市民のつ ど
い』(1.3.14).













北市正則 :開胸肺生検で何がわかったか-特に UIPとDAD について-,長崎大学医学部第二内科カンファ
レンス (63.9.29).







長井苑子 :びまん性間質性肺疾患の診断と BALF細胞所見,協和発酵研究会 (三島)(平成1.3.7).
長井苑子,西村浩一,北市正則,泉 孝英 :肺疾患をよむⅧ,眼症状を伴い,多発性浸潤影を呈した29才,男
性例,内科62:526-529,1988.
松本幾久雄 :｢画像診断｣,滋賀県湖北医連研究会 (毎月 1回連続講座).










Ⅴ･Ropez-Majano (米国, シカゴ, クックカウンティホスピタル): Theuseofgalium 67scintigraphyin
pulmonarydiseases･
S63.ll.25.




老 化 生 物 学 分 野
〔学 会 発 表〕
竹田俊男 :老化促進モデル動物-学習 ･記憶障害を主徴とする SAM-P/8系の諸特性,｢神経精神薬理｣誌10
周年記念シンポジウム,抗痴呆薬開発のス トラテジー Ⅰ.痴呆の動物モデル (昭63.1).
花田敬吾,細川友秀,細野正道,竹田俊男 :老化促進モデルマウ,ス (SAM)の invitro免疫応答能に関する研
究.第105回日本獣医学会 (昭63.4).





梅沢真樹子,花田敬吾,細川昌則,黒住奥史, 細野正道,細川友秀,竹田俊男 :老化促進 モデ ルマ ウス
(SAM)に関する実験的研究XXXV.食餌制限による促進老化抑制機序-(2),第77回日本病理学会 (昭63･5).






川又敏男,中村慎一,木村 透,秋口一郎,竹田俊男,杉山 博,亀山正邦 :延髄後索核の加齢変化-正常及
び老化促進モデルマウスでの組織化学的定量的検討-.第29回日本神経病理学総会 (昭63.5).
細川昌則 :老化促進モデルマウス (SAM),招待講演 ･山形大学医学部附属動物実験施設主催実験動物学セミナ
ー (昭和63.5).
樋口京- :老化促進モデルマウス (SAM)の開発とその意義.招待講演 ･東京大学医学部老年科公開セミナー
(昭和63.5).
八木秀雄,秋口一郎,竹田俊男 :老化促進モデルマウス SAM-P/8における学習 ･記憶障害と脳幹の海綿状
変性.第29回日本神経学会総会 (昭63.6).
川又敏男,中村慎一, 田中静吾,八木秀雄,杉山 博,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男,三好功峰 :脳内
NADPH-diaphorase陽性神経細胞の加齢変化と受動的回避反応学習との関連一老化促進モデルマウス (SAMJ
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を用いた検討-.第29回日本神経学会総会 (昭63.6).






坪山直生,奥村秀雄,山室隆夫,松下 陸,竹田俊男 :マウス骨量に関する遺伝学的解析 :骨粗素症系SAM-
P/6を用いて.第6回日本骨代謝学会 (昭63.7).
陳 文黙 :関節疾患モデルにおける顎関節の病態について,老化促進モデルマウス (SAM)の顎関節病変一自
然発症変形性顎関節症モデル動物 SAM-P/3の開発.第1回日本顎関節学会シンポジウム (昭63･7).
竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発,第12回阿蘇シンポジウム.細胞分化と疾患 (昭63･8).







樋口嘉一,米津智徳,内木宏延,字谷厚志,細川昌則,竹田俊男 :マウス老化アミロイドー シス :マウスにお























竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発-その経緯と老化病態の諸特性-.美原賞受賞記念講演 :節
5回日本疾患モデル動物研究会総会 (昭63･12).
1989年 3月 ー 25-













sorandamyloidogenesis: AgerelatedaccelerationofapolipoproteinA-Ⅱ clearancein SenescenceAccele-
ratedMouse,Am･J･Pathol･130(3): 579-587(1988)･
Hosokawa,M･,Ashida,Y･,Tsuboyama,T･,Chen,Wen-Hsiand Takeda,T.: Cataractin Senescence
AcceleratedMouse(SAM)(Il)･Developmentofanewstrainofmousewithlate･appearingcataract,Exp･Eye
Res･47:629-640(1988)･




Naiki,H･,Higuchi,K･,Yonezu,T･,Hosokawa,M･and Takeda,Tl: Serum clearancerateofsenile
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ス トラテジー :35-43(昭和63年)編集 ･神経精神薬理編集委員会,星和書店






















1989年 3月 - 27-







































































































感 染 症 ･炎 症 分 野 (第一内科)
[二学 会 発 表〕
1. 結核 ･非定型抗酸菌症
MotokazuKato& FumiyukiKuze･Theclynamicsoftotal 1unglavagecellsurfaceantlgenexpressionof








































橋平 誠,長谷川誠紀,宮本好博,牛田伸一,桂 栄孝 :気管,気管支カルチノイド腫場の2症例 (同上).








































藤野昇三,井上修平,中江一郎,山鳥英世,池田宣昭 :肺癌患者におけるシアリル SSEA-1抗原 (SLX)測定
の臨床的意義 (同上).




inoperablenon-smal cel lungcancer(NSCLC). A KansaiLung Cancer Group Study･ FifthWorld
ConferenceonLungCancer･(1988.8.30:Ⅰnterlaken,Switzerland･)
片上信之,坂本贋子,長谷川幹,岡崎美樹,冨岡洋海,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉滞卓也,



























































武田隆男 :院内職員に沈降B型肝炎ワクチン注射施行後の成績について (第 1報).第30回全日本病院学会 (1988.
10.9-10.大阪)
田口善夫 :慢性気道感染症一治療.第31回日本感染症学会中日本地万全 サテライトシンポジウム (1988･11･
4.京都).












































気管支肺胞洗浄所見- 有症状夏期 ･無症状夏期の比較検討- .第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4.27･仙
台)
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息患者に対する TAO (Troleandomycin)投与による臨床効果の検討.第61回日本結核病学会,第31回日本胸部
疾患学会近畿地方会 (1988.6.25.大阪).
西村尚志,桐谷良一,川合 満,久世文事,長谷寛二 :マイコプラズマ肺炎を契機に発症した気管支嘱息の 1
症例 (同上).











井上修平,高橋憲太郎,中江一郎,池田宜昭 :カンシダによると思われる PIE の1例 (同上).
5. そ の 他
井野隆光,沢幡 正,丸井昭吾,田中健一 :N-アセチルベンジジンの DNA 塩基対間-のインターカレーシ
ョン.第61回日本産業衛生学会 (1988.4.12.金沢).


















之亮 :気管支鏡及び BALが診断に有用であった脂肪塞栓症候群の1例.第11回日本気管支学会総会 (1988.5.
31-6.1.札幌).
郡 義明,弓場吉哲,富井啓介,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一
郎,市島国雄 :軟骨形成を伴う EndbronchialPolypの2例.第11回日本気管支学会総会 (1988.6.1.札幌).
石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支結石症 :気管
支鏡下治療の可能性と限界,第11回日本気管支学会総会 (1988.6.1.札幌).











班 :腎機能障害の先行した Goodpasture症候群の1例 (同上).







掘健次郎,高橋 豊,高橋雅士,黒田康正 :MOS(CMMOL)に合併した進行性肺動泳分枝狭窄症の1例 (同
上).
田口善夫,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,南部静洋,冨井啓介,久保嘉朗,弓場吉哲,市島国雄,小橋陽一








田中健一,田中 勝,西垣しおり,掘 秀子,中島政博,山田親久 :集団検診で観察された血清総コレステロ
ールの測定値- 肥満と高コレステロール出現率との相関- 第29回日本人間 ドック学会 (1988.8.25.岡山).




田中健一,朝枝哲也,尾池達也,中島政博,山田親久,吉田克己,乾 修然 :HDL コレステロールと肥満度
(同上).
中原由紀子,中原保治,西田典教,森田基之,河南昌樹,福間貫造,久保明美,門屋 誠,松山栄一,田村
忠雄 :CA19-9が血糖値および-モグロビン AIC と並行して変動の見られた糖尿病の1例. 国療総合医学会
(1988.ll.ll.松山).
三野真理,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,冨井啓介,南部静洋,久保義朗,弓場吉哲,松村栄久,
北野司久,辰己明利,永田 誠,竹内 等,市島国雄,小橋陽一郎 :サルコイ ドー シス様反応との鑑別が困難で




- 36- 京大胸部研紀要 第22巻 第 1,2号
千葉 秀,網谷良一,久世文章,松田公志 :YOUNG症候群 (慢性副鼻睦炎 ･気管支拡張症及び特発性閉塞
性無精子症)の一例 (同上).
















張病変の進行と啄抜細菌,血清反応との関連について. 第36回 日本化学療法学会西日本支部総会 (1988.12.9.
高知).
中原保治,森田基之,国部伸也,河南昌樹,中原由紀子,門屋 誠,松山栄一,田村忠雄 :Verapamil.pro-




〔誌 上 発 表〕
1. 結核 ･非定型抗酸菌症





正木俊一郎,桜井信男,加藤元一,久世文事 :実験的非定型抗酸症に関する研究 (9)Mycobacterium avium
complexマウス感染モデルでの感染経路による比較検討,結核,63(2):11ト119,1988･
川合 満,久世文事 :最近の結核症･MedicamentNews(1223号),9-10,1988･














長谷川幹,李 英徹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也 :特徴的な
気管支動脈造影所見を呈した肺硬化性血管腫の1切除例,日本胸部臨床,47(6):530-533,1988.





































川合 溝 (司会),石崎高志,根本俊彦 :鼎談 :テオフィリン徐放製剤を効果的に用いるために<前編>(実地
医家のための日常診療シリー ズ)そこが聞きたい- 嘱息治療のコツ Partl･MedicalTribune,21(ll): 14-15,
March17,1988.
川合 満 (司会),石崎高志,根本俊彦 :鼎談 :テオフィリン徐放製剤を効果的に用いるためにく後編>(実地
医家のための日常診療のシリー ズ)そこが聞きたい嘱息治療のコツ Part2･MedicalTribune,21(12,13): 10-
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ll,March24,31,1988.
川合 満,加藤元一 :気管支嘱息の発症機序と薬剤の作用点,新しい幡息治療薬の使い方.宮本昭正編集 (分
担執筆),13-25,医薬ジャーナル,1988.
川勝一雄,川合 満 :テオフィリン- 臨床薬理学と至適投与設計の考え方.TherapeuticResearch,8(1):33
-83,1988.
川合 満,村山尚子 :抗アレルギー剤- 使い方のこつ- (特集 ･瑞息治療の実際･････薬物療法と日常管理).
嘱息 (Asthma),1(1):92-99,1988.
川合 満,川勝一雄 :テオフィリン (講座).呼吸,7(2):192-201,1988.





川勝一雄,川合 満 :テオフィリンの TDM の実際と至適投与設計.PharmaMedica6(2): 67-83,1988.




価- 多施設二重盲検法による Ketotifenとの比較- .臨床医薬,4(9):1687-1722.1988.







岩崎栄作,馬場 実,官本昭正,川合 満,倉滞卓也,他 :食物 アレルギーにおけるファルマシア RAST
RIA の臨床的有用性の検討.アレルギー 37(6):37ト380.1988.
川合 満,加藤元一,田中栄作 :他疾患を有する噛息の扱い方 (特集 ･嘱息の新しい診断法と病態管理法),ア
レルギーの臨床,7(ll):777-783,1988.
西片 光,足立 満,川合 満,倉滞卓也,他 :真菌アレルギーにおけるRASTの臨床的有用性の検討･アレ
ルギー,37(12):1138-1151.1988.
川合 満 :気管支嘱息に対する柴朴湯の長期投与.第4回,臨床東洋医学研究会講演記録集,35-41,1988.
田中健一 :TDIとTMA,宮本昭正,長野 準,小林節雄,中島重徳,編 :吸入性抗原- 主に嘱息の原因と
して.164-169,メディカルトリビューン社刊 1988.
5. そ の 他
川合 満 :縦隔気腫.今日の治療指針,1988(分担執筆)390,医学書院,1988.
川合 満 :呼吸器疾患の診療.老年内科診療の実際,三宅健夫監修 (分担執筆)91-106 新興医学出版社,
1988,




川合 満,無江季次,可部順三郎 (司会):慢性閉塞性肺疾患における抗コリン剤の役割. ラジオたんば放送
内容集 ｢明日の治療指計｣ 1-15,1988.
倉滞卓也,久世文事 :血疾,現代医療,20:309-313,1988.
















石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :自然気胸
の内科的治療成績 :標準的治療法としてのOK432胸腔内注入療法.日胸疾会誌,26(1),10-15,1988.










中原保治,中原由紀子,門屋 誠,松山栄一,岩 喬 :右心室異常筋束切除により軽快した薬物抵抗性心室
性頻拍症の1例.心電図,8,715-721,1988.
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2. 腫 嫉


















久世文章 :慢性呼吸器感染症の現状と問題点 第一回京都感染症研究会 特別講演 (1988.5.7.京都)
岩田猛邦 :慢性下気道感染症の病態と治療.奈良市医師会 (1988.5.27.奈良).
久世文章 :呼吸器感染症の診断をめぐって 京都府医師会 ･京都胸部医会講演 (1988.6.17.京都).
岩田猛邦 :肺感染症 (臨床例を中心に).橿原市医師会 (1988.6.23.橿原).
望月吾郎 :呼吸器感染症について 美方郡医師会臨床懇話会 (1988.7･9.村岡町).
掘川禎夫,南方艮章,新実彰男,鈴木堆二郎,西山秀樹,前川暢夫 :TBLBで有意な所見を得たパラインフル
エンザ肺炎の1例.第34回近畿気管支鏡懇話会 (1988.7.22.大阪)
望月吉郎 :呼吸器感染症について 小野市医師会臨床懇話会 (1988.9･21.小野市).
久世文事 :慢性呼吸器感染症の現状と問題点 倉敷中央病院講演会 (1988.ll.16.倉敷)




可部順三郎,川合 満 (司会):気管支嘱息の病態と薬物療法について,ロメット新発売記念講演会 (1988.1.
16.大阪).
川合 満 :気管支嘱息の治療と進歩.広島県東部病院薬剤師会.(1988.2.7.福山).
川合 満 :気管支瑞息に関する最近の研究と治療の進歩,重松学術講演会 (1988.2.13.大阪).
川合 満 :抗アレルギー薬- 使い方のこつ- .気管支嘱息学術講演会 (1988.2.20.京都).
川合 満 :アレルギー性呼吸器疾患の診断と治療.白河医師会 (1988.3.15.白河).
川合 満 :気管支嘱息に関する最近の研究と治療の進歩.奈良市医師会 (1988.3.24.奈良).
川合 満 :気管支嘱息の治療- 吸入療法を中心として- .四日市,鈴鹿地区医師会 (1988.5.28.四日
市).
川合 満 :気管支嘱息- 最近の研究と治療の進歩- .神戸市医師会.(1988.5.21.神戸).
笛木隆三,川合 満 (司会):成人嘱息の予後について.第11回臨床アレルギー研究会 (1988.7.9.大阪).
1989年3月 141ll
川合 満 ･無江季次,可部順三郎 :慢性閉塞性肺疾患における抗コリン剤の役割 (明日の治療指針シリーズ),
ラジオたんば (1988.7.9.放送).
川合 満 :気管支嘱息,最近の考え方.佐賀県医師会.(1988.7.15.佐賀).
MitsuruKawai= AdvancesofAsthmaTherapyinJapan･Symposium on RecentAdvancesofAsthma
Therapy･中華民国免疫学会主班.(1988･9･1.台北).
岸本育子,谷川原祐介,掘 了平,川勝一雄,武山正治,川合 満 :外来唱息患者におけるアミノフィリン点
滴静注の臨床薬理学的検討.第 3回薬物モニタリング全国交流会.(1988.9.15.東京).
川合 満 :気管支嘱息の治療- 最近のトピックス- 鳥取県東部医師会, (1988.9.22.鳥取).
川合 溝 :気管支嘱息の病態と治療,甲賀郡医師会 (1988.9.27.水口).
石原享介,冨岡洋海,岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一,中井 準.夏型過敏
性肺臓炎発症 1年後,2年後.第 2回兵庫 ･免疫アレルギー研究会 (1988.10.15.芦屋).
川合 満 :気管支嘱息の治療.第39回神奈川胸部疾患研究会.(1988.ll.25.横浜)
5. そ の 他
田口善夫 :2年の経過を観察し得たびまん性肺疾患の1例.第40回びまん性肺疾患研究会 (1988.2.20.大
阪).
新実彰男 :慢性気道疾患の気道過敏性について- アストグラフによる検討- .第2回和歌山臨床免疫 ･ア
レルギー研究会.(1988.3.26.和歌山).
















村上元康,命 正根,寺村早苗,北 徹,三宅健夫,加藤元一,川合満 :呼吸器疾患 (嘱息,肺気腫)にお



















川合 満 :各種疾患における合併症としての胃粘膜病変(6).呼吸器疾患,ラジオたんば (1988.12.12.放送).












































(特別発表)田口善夫 (天理よろづ相談所病院呼吸器内科)‥ レジオネラ症 :治療例を中心に.
(特別発表)桐谷良一 (京都大学胸部疾患研究所 第一内科): 気管支肺疾患と気道粘液線毛輸送系
(特別発表)石原享介 (神戸市立中央市民病院 呼吸器内科): 夏型過敏性肺炎の臨床像: BAL,肺機能検
査から見た呼吸器障害遷延化の可能性.







免 疫 学 分 野








渡部良広,行徳淳一郎,桂 義元 :胸腺 Stromacell株上でのTcelの分化.第 4回京滋幹細胞研究会,1988,
6,京都.
桂 義元 :ProT細胞の性質と胸腺 stroma細胞株上でのT細胞の分化.第6回胸腺免疫研究会,1988,7,東京･
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細野正道,桂 義元,細川友秀 :Invivo抗 MIs反応系にみられる一方向性応答.第18回日本免疫学会総会,
1988,12,京都.
藤本真慈,森本武志,桂 義元 :T細胞抗原レセプター ∂鎖遺伝子発現の調節機構.同上学会.
渡部良広,行徳淳一郎,大西昭男,桂 義元 :胸腺ストローマ細胞株 (TSt-4)上での未成熟T細胞の分化.同
上学会.
行徳淳一郎,渡部良広,桂 義元 :胸腺中の CD4+8+細胞の分化段階における位置づけ.同上学会.
岩井一宏,鍔田武志,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :抗 DNA 抗体産生B細胞におけるクラススイッチの
単一クローンレベルにおける解析.同上学会.
黒住奥史,細野正道,竹田俊男,桂 義元 :MIs-MHC クラスⅢ反応性T細胞寛容成立と胸腺髄質 内抗原分
布.同上学会.
花田敬吾,細川友秀,細野正道,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の Invitro免疫応答に関する研究･
同上学会.
〔誌 上 発 表〕
し Hirokarwa,K.,Utsuyama,M.,Katsura,Y.andSado,T.: Influenceofageontheproliferationandperi-
pheralizationofthymicT ce1S･VistasImmunol･,112,13-21,1988･










渡部艮広,行徳淳一郎,桂 義元 :ヘルパー系T細胞の分化を支持す る胸腺ス トローマ細胞株. Medical
lmmunology,16,295-300,1988･























田中聖子,三嶋理晃,山間新八,福永隆文,越久仁敬,久野健忘 :133Ⅹ e 持続注入法を用いた,肺疾患症例お
よび正常例における肺内換気 ･血流および換気血流比分布の比較検討.同上,1988.4.









陳 和夫,大井元暗,越久仁敬,北 英夫,大塚直紀,申出雅治,田中嘉人,服部 登,久野健忘,平井正
蕊 :過換気症候群患者の呼吸パターンに関する検討.同上,1988,4,
太田和夫 :老人の脊柱側背症.第61回日本整形外科学会,1988.4.












吉村昌任,服部 登,福井基成,水谷 哲,鍵問 均,藤田正憲 :両側肺炎で発見されたアレルギー性気管支
肺アスペルギルス症の1症例.第125回日本内科学会近畿地方会,1988.6.
福井基成,服部 登,水谷 哲,鍵間 均,藤田正憲,村田 豊 :ルポイド肝炎の経過中にレジオネラ肺炎を
併発した 1症例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.





- 46- 京大胸部研紀要 第22巻 第1,2号
不全の1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.
柴田美祢,栗山隆信,竹中正純,閏 庚樺,福田市蔵 :オリー ブ橋小脳萎縮症にみられた夜間酸素胞和度低下
に対し酸素および TRH の投与を試みた1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.
大塚直紀,陳 和夫,申出雅治,北 英夫,三嶋理晃,大井元晴,佐藤公彦,久野健忘 :他の間質性肺炎と鑑
別困難であった BOOPの1例.第31回日本胸部疾患学会近畿地方会,1988.6.

















陳 和夫 :COPD 患者における運動時の Po･1 の変化.第8回京阪神肺機能研究会,1988.6.




谷間 棲,閏 庚樺,岩垣明隆,浦野 透,河合正行,福田泰樹,栗山隆信,関 一郎,山本隆一 :三者併用
療法 (SM,INH,REP)中に増悪し,経皮肺生検にて確診し得た肺結核症の1例.第126回日本内科学会近畿地方
会,1988.9.


























































平井豊博,宮原 亮,越久仁敬,陳 和夫,三嶋理晃,大井元暗,佐藤公彦,久野健忘 :肺クリプトコッカス
症と推定された1症例.第11回京都大学胸部疾患研究所臨床生理学教室 (理学呼吸器科)研究会,1988.12.
奥井克次,杉浦直治,鍵問 朗,稲葉宣雄,申出雅治,坪井裕志,弘野慶次郎,市谷廼雄 :大阪日赤における
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非定型抗酸菌症.同上,1988.12･
田中嘉人,吉田 仁,平林正孝,中川正清,川上貿三 :非小細胞肺癌切除例における術前 CEAの意義に関す
る検討.同上.1988.12.













吉田 仁,田中嘉人,平林正孝,中川正清,三嶋理晃,川上貿三 :RIbolus注入による Firstpass肺循環動
態の検討 (第2報).同上,1988.12.



















福田泰樹,山田勝彦,岩垣明隆,浦野 透,梶野茂樹,河合正行,栗山隆信,閏 庚煙 :縦隔リンパ節‡3転
移は同側 (n2)か,対側 (n3)か?-66施設,81名のアンケートから-,同上,1989.2.






1989年 3月 - 49-
杉田隆彰,安田隆三郎,西川忠男,麻柄達夫 :Shuford 3型右側大動脈弓に発症した解離性大動脈痛破裂の1
治験例.第9回滋賀救急医療研究会.1989.3.


























〔誌 上 発 表〕
平井正志 :低換気症候群.呼吸,Vol･7:1038-1043,1988･
久野健忘 :呼吸不全の病態一睡眠時呼吸異常-.結核,Vol･63:54-58,1988･













和度低下に対する酸素療法および TRH の影響.神経ペプチドの基礎と臨床,昭和62年度 :298-303,1988.
市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,渡辺裕介,申出雅治 :格子肺で術前肺機能の評価が困難であった症例の肺
全摘の経験.日赤医学 Vol･40(3),1988･
- 50- 京大胸部研紀要 第22巻 第 1, 2号
陳 和夫,大井元晴 :肺機能測定,人工呼吸,泉 孝英,宮城征四郎編.呼吸器病レジデント･マニュアル,
医学書院,1988.
陳 和夫,大井元晴,久野健忘 :アシドー シスの作用と反応.太田保世,他編,AnnualReview 呼吸器 1989.
中外医学社,1989.
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和田洋巳,青木 稔,神頭 徹,千原幸司,田村康一,人見滋樹 :シンポ一気管,食道領域のレザー癌治療一
肺癌の Nd-YAG レザー治療,第40回気管食道学会総会 (1988.ll.12).
和田洋巳,池 修,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,渡部 智,人見滋樹 :パネルディスカッシ
ョンー 浸潤型悪性縦隔腫場の外科治療一成績向上のための工夫.浸潤性胸腺腫と悪性奇形腫の治療一術前,術後
の工夫の検討,第40回日本胸部外科学会総会 (1988.10.5).




松村理司 :中 ･高年の慢性呼吸不全の診断と治療,国立舞鶴病院地域医療研修センタ-特別講演 (1988.8).
松原義人,畠中陸郎,小鰭 覚,八木一之,塙 健,塩田哲広,李 永浩,桂 敦史,二宮和子,船津武志,











桑原正喜,奥村典仁,福瀬達郎,康 大志 :気管支断端療 8例の臨床的検討,第31回日本胸部外科学会関西地
方会 (1988.6).
倉田昌彦,竹田秋郎,瀧 俊彦,張 謙益 :高齢者肺癌切除の長期生存例と手術適応の検討,第 5回呼吸器外科
学会総会 (1988.6).






和田洋巳,千原幸司,青木 稔,田村康一一,清水慶彦,人見滋樹 :NeoadjuvantChemotherapyを行った N2
肺小細胞癌の2手術例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.3･25).
和田洋巳,横見瀬裕保,青木 稔,神頭 徹,千原幸司,田村康一,人見滋樹‥ UFT 投与後の肺癌組織中
Thymidi),lateSynthase阻害に関する検討,第26回日本癌治療学会総会 (1988･9.29).
和田洋巳,高橋 豊,小林 淳,福頭 徹,手原幸司,青木 稔,田村康一,渡部 智,清水慶彦,人見 滋
樹 :肺癌の Neoadjuvant療法,第29回日本肺癌学会総会 (1988.lot27).
桑原 修,桑原正喜,倉田昌彦,他 6名 :臨床的 N2の正確さの検討-特に肺腺癌 N2症例に対する手術治療
の Randomizedcontroledsttldyを目的とした予備研究-,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).
桑原正喜,庚 大志,有安哲哉,奥村典仁 :肺癌患者の外来検査としての肺血管造影法 ⅠⅤ一DSA とPA-DSA
の比較検討,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).




山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫, 辰巳明利,北野司久 :転移性肺腫疫の術後生存率に関する検討,
第5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).
森 隆,桑原正喜,倉田昌彦,他 6名 :肺非小細胞癌に対する術後補助療法-arandolnized controled
study-,第 5回呼吸器外科学会 (1988･6)･
倉田昌彦,竹田秋郎,張 謙益,瀧 俊彦 :機能温存を計った肺癌外科治療例の成績,第31回日本胸部疾患外
科学会関西地方会 (1988･6).
高井晶子,倉田昌彦,瀧 俊彦.竹田秋郎,他 1名 :2,3の呼吸器疾患の啄抜気管支肺胞洗浄液中の微生物
と LysozyI-1e活性について,日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988･6).
瀧 俊彦,張 謙益,岡田賢二,竹田秋郎,倉田昌彦 :中葉原発肺癌の予後 (中葉切除の適応について), 節
41回日本胸部外科学会総会 (1988･10).
竹田秋邸,張 謙益,岡田賢二,瀧 俊彦,倉田昌彦,妊娠期乳癌の3例,第144回近畿外科学会 (1988.10).
橋平 誠,長谷川誠紀,官本好博 :第48回日本肺癌学会関西支部会, 気管 ･気管支カルチノイドの2切除例
(1988.2).
長谷川誠紀,橋平 誠,官本好博 :第 5回呼吸器外科学会総会,当院における胸壁合併切除例の検討 (1988.
6).
長谷川誠紀,橋平 誠,宮本好博 :第31回日本胸部外科学会関西地方会,再発喉頭癌に対し AnteriorMedia-
stinalTracheostomyを行なった一例 (1988･6).
神頭 徹,乾 健二,横見瀬裕保,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳 人見滋樹: Nco-Adjuvant
Chemotherapyを行なった N2肺小細胞癌の2例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).
高橋 豊,佐坂徳浩,花岡伸治,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,中村達雄,青木 稔,田村康一,渡部 智,
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和田洋巳,人見滋樹 :肺に結節病変を伴った Immunoblasticlymphadenopathy(IBL)と思われたTzonelym-
phomaの1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.12).
高橋 豊,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳 人見滋樹 :Ⅲ期腺癌の手術例の
検討,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).






山下直己,黄 政龍,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :胸部レ線上無所見であった肺扇平上皮癌の
1手術例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).
松井輝夫,黄 政龍,山下直己,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :気管支カルチノイドの2切除例, 第144回
近畿外科学会 (1988.12).
竹田秋邸,瀧 俊彦,他 1名 :肺原発と考えられた malignantGbroushistiocytomaの1例,第48回日本肺癌
学会関西支部会 (1988･2).























源河童一郎,川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清司 :シンポジウム ｢高齢者肺癌治療の問題点｣,超高齢
者 (80歳以上)肺癌治療の問題点,第21回日本胸部外科学会九州地方会 (1988.8).
久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,富国泰夫,素数朝一,大城盛夫,川畑 勉,前里和夫,国吉真行,石川清














上田哲也,光岡明夫,他11名 :胸部転移ゼミノーマ (華丸腰療)の1症例, 第48回 日本肺癌学会関西支部会
(1988.2).
寺下-弥,宮本 魂,光岡明夫,他 8名 :Clagett変法により治癒しえた肺全摘術後有療性膿胸の1例,第143
回近畿外科学会 (1988.5).
青木 稔,人見滋樹,和田洋巳,田村康一-,千原幸司,神頭 徹,高橋 豊,小林 淳 :気管～左主気管支に
浸潤した食道癌転移縦隔リンパ節に対するリンパ節郭清,第2回肺癌手術手技研究会 (1988.12).
青木 稔,神頭 徹,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :肺小細胞癌の外科療法の役割,ワークショ
ップー肺小細胞癌の放射線療法と外科療法の役割-,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).
青木 稔,高橋 豊,小林 淳,横鬼瀬裕保,神頭 徹,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :びまん
性胸膜中皮腫の-切除例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988･7).
糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:転移性肺腫痴
症例の検討,肺癌学会総会 (1988.10).
糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシヤード:若年者肺癌の
検討,中部肺癌学会 (1988.ll).
斉木 稔,植田 充宏,横見瀬裕保,岡田賢二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,中村達雄,渡部
智,清水慶彦 :胸膜肺全摘除術を施行したびまん性胸膜 中皮腫の2例, 第31回日本胸部外科学会関西地方会
(1988.6).




渡部 智,小林 淳,高橋 豊,中村達雄,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,
人見滋樹 :高齢者 (70歳以上)肺癌手術症例の検討.第29回日本肺癌学会総会 (1988･10･).




李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :肺癌における IRMA法による血清 TPA値の検討,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988･2).
塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,
池田貞雄,他3名 :肺癌患者におけるシア)ル SSEA-1抗原の臨床的検討,第48回日本肺癌学会関西支部会
(1988.2).
塙 健,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄
:術後にホルネル症候群および上肢不全麻疹をきたした胸壁神経鞘腫の1切除例,第144回近畿外科学会 (1988.
12).
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倉田昌彦,竹田秋郎,岡田賢二,張 謙益,瀧 俊彦,他2名 :肺癌患者における血清 FH-6の臨床的意義,
第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).
瀧 俊彦,張 謙益,岡田賢二,竹田秋郡,倉田昌彦 :肺癌患者における血清 CA125の意義,第29回日本肺
癌学会総会 (1988.10).
石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄
:肋骨原発骨巨細胞腫の1切除例,第144回近畿外科学会 (1988.12).
石田久雄,八木一之,畠中陸郎,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,小鯖 覚,松原義人,船津武志,池田貞雄
:気管内過誤腫の1例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).
鍔田利恵子,渡部 智,人見滋樹,他 5名 :放射線療法後,右上葉胸壁合併切除術にて良好な経過を とった
Pancoasttumorの1例,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).
塩田哲広,松原義人,池田貞雄,石田久雄,桂 敦史,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸部,船津武志
:肺癌におけるシアリル SSEA-1抗原の意義,第2回近畿腫療糖鎖研究会 (1988.ll).
塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :若年者肺癌29例の臨床的検討,第50回日本臨床外科医学会総会 (1988.ll).
和洋 仁,中村聡人,清谷哲也,小林淳,玉田二郎 :当院における非小細胞肺癌 N2症例の検討,第 5回日本
呼吸器外科学会 (1988.6).








池田貞雄,石田久雄,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,
松原義人,船津武志 :肺癌の再燃様式の分析一切除後再発例について,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).
松原義人,塩田哲広,塙 健,桂 敦史,小鰭 覚,石田久雄,八木一之,畠中陸郡,船津武志,池田 貞
雄 :肺癌における腫場マーカー CA130,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).
塩田哲広,池田貞雄,桂 敦史,李 永浩,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,
船津武志 :肺癌組織におけるシアリルSSEA-1抗原の局在性の検討,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988･7)･
船津武志,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,池田貞雄
:CT と縦隔鏡検査による肺癌の縦隔リンパ節転移の診断,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).
塙 健,石田久雄,桂 敦史,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄
:T4肺癌の手術成績,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).
辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己,責 政龍 :原発性肺癌に対するLimitedoperation,罪
29回日本肺癌学会総会 (1988.10).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :肺癌における CEA,CA19-9,Ferritinの
臨床的意義,第29回日本肺癌学会総会 (1988･10).




池田貞雄,塩田哲広,李 永浩,塙 健,桂 敦史,小鰭 覚,八木一之,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,
船津武志 :肺癌患者におけるシアリル SSEA-1抗原,第26回日本癌治療学会総会 (1988.9).
松原義人,塩田哲広,李 永浩,塙 健,桂 敦史,小鰭 覚,八木一之,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
1989年3月 - 55-
池田貞雄 :肺癌患者における新しい腫痴マーカーCA130の臨床的検討,第26回日本癌治療学会総会 (1988･9)I
李 永浩,桂 敦史,塩田暫広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸邸,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :胸壁脂肪腫の1切除例,第143回近畿外科学会 (1988.5).
八木一之,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :中葉原発肺癌開胸例の検討,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).
松原義人,船津武志,畠中陸郎,塙 健,横堀 徹,塩田暫広,李 永浩,小鰭 覚,二宮和子,池田貞雄
:肺癌外科治療における縦隔踏検査の意義,第88回日本外科学会総会 (1988.4).
粍 敦史,八木一之,松原義人,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰭 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :肺癌の手術中における胸管損傷の2例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).
塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :肺癌における胸膜肺別除例の検討,第49回日本肺癌学会関西支部会 (1988.7).
八木一之,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,
池田貞雄 :CT と縦隔鏡検査による肺癌の縦隔リンパ節転移の術前評価,第5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.
6).
池田貞雄,李 永浩,桔 敦史,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,
船津武志,肺癌における拡大手術-Ⅳ期肺癌の手術成績,第5回日本呼吸器外科学会総会 (1988･6).
二宮和子,松原義人,船津武志,李 永浩,塙 健,小鰭 覚,塩田哲広,横堀 徹,八木一之,畠中陸郎,
池田貞雄 :間質性肺炎に合併した肺癌8例の検討,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988･4).
塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :高齢者肺癌の手術成績,第5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).
原 裕,宮本 観,光岡明夫,他 2名 :悪性黒色腫の両側性肺転移の1手術例,49回日本肺癌学会関西支部
会 (1988･7)･





平井 降,伊藤元彦,安倍隆二,小原幸信 :アミラーゼ産生肺癌の1例,第49回日本肺癌学会関西支部会 (19
88.7).
安岡高志,宮本 魂,光岡明夫,他 5名 :転移性肺腫癌の外科治療法に関する臨床的検討,第29回日本肺癌学
会総会 (1988.10).
乾 健二,横鬼瀬裕保,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :診断困難であった
肺膿療合併肺癌の一切除例,第48回日本肺癌学会関西地方会 (1988･2･27).
LJ下直己,黄 政龍,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :肺癌における制癌剤感受性試験,第48回日
本肺癌学会関西支部会 (1988･2).
山中 晃,黄 政龍,山下直巳,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :粘表皮癌の3症例,第48回日本肺癌学会関
西支部会 (1988.2).




林 道贋,小阪真二,宮本信昭,他 3名 :悪性限局型胸膜中皮腫の1例,第41回高知県医師会医学会 (1988.
8).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :転移性肺腫痔の術後生存率に関する検討,
第5回日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).





小林 淳,千原幸司,佐坂徳浩,花岡伸治,高橋 豊,中村達夫,神頭 徹,青木 稔,田村康一,和田洋巳,
人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :前方経路により切除した肺尖部胸壁浸潤肺癌の1例,第144回近畿外科学会
(1988.12).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :粘表皮癌の3症例,第48回日本肺癌学会関
西支部会 (1988.2).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :肺癌におけるCEA,CA19-9,Ferritinの臨
床的意義,第29回日本肺癌学会総会 (1988.10).




鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:
ImmunoradimetricAssayにおける TPA 測定について,中部肺癌学会 (1988.7).
鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎.カレッド･レシャード:節
癌における腰療マーカーの臨床的評価,静岡県癌治療研究会 (1988.6).
鈴木 清,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:節
癌における血清,胸水中の CA19-9値,中部肺癌学会 (1988.ll).
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:肺内脂肪腫の
1例,中部肺癌学会 (1988.ll).
李 美於,李 民実,生島宏彦,他 3名 :診断が困難であった食道平滑筋腫の1例, 第144回近畿外科学会
(1988.12).
室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:胸壁合併切除
肺癌11例の検討,日本胸部外科学会関西地方会 (1988.5).














ター :特に CD4+,CD8+,昭和63年厚生省特定疾.患免疫性神経疾患調査研究斑 (1988.12).
倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,張 謙益,岡田賢二,他 2名 :重症筋無力症に対するステロイド･胸腺摘除
併用療法の成績,第7回胸腺研究会 (1988.6).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :縦隔に発生した嚢腫の臨床的検討,第28回
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日本胸部疾患学会総会 (1988.4).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :無気肺が疑われた肥大胸腺の1例.第 7回
胸腺研究会 (1988.6).
桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁,康 大志,小林 淳,岡田賢二 :前縦隔病変に対する新しい生検法の手技と
成績,第5回日本呼吸器外科学会 (1988.6).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :縦隔に発生した嚢腫の臨床的検討,第28回
日本胸部疾患学会総会 (1988.4).
塙 健,小鰭 覚,李 永浩,塩田暫広,榎掘 徹,八木一之,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :上大静脈再建を行った悪性胸腺藤の1手術例,第48回日本肺癌学会関西支部会 (1988.2).
伊藤元彦,安倍隆二,平井 隆,太田光熱,藤村重文 :いわゆる "post-thymectomymyastheniagravis'の検
討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).
原 裕,宮本 親,光岡明夫,他10名 :当科における胸腺関連腫痔の外科治療,第5回日本呼吸器外科学会
総会 (1988.6).
高橋 豊,渡部 智,佐坂徳浩,花岡伸治,小林淳,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,
人見滋樹 :後縦隔に発生した6椎体良の ganglioneuromaの1切除例,第144回近畿外科学会 (1988･12).
塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郡,松原義人,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :巨大な食道平滑筋腫の1切除例,第143回近畿外科学会 (1988.5).
平井 隆,伊藤元彦,安倍 隆二,森 史よ,太田光熱,瀧 俊彦,倉田昌彦 :胸腺腫における自己抗体の検
討一抗筋抗体の胸腺腫診断における意義に関連して-,第43回国立病院療養所総合医学会 (1988.ll).
国吉真行,池問 稔,宮国孝彦,川焔 勉,上原力也,前里和夫,石川清司,山内和雄,源河圭一郎,他 2
蛋 :上大静脈再建術にて切除し得た胸腺の扇平上皮癌症例,第21回日本胸部外科学会九州地方会 (1988･8).




桑原正吾,奥村典仁,有安哲哉,康 天志他 1名 :前縦隔より発生した巨大奇形腫の1手術例, 第144回近畿
外科学会 (1988･12).
塩田哲広,桂 敦史,李 永浩,塙 健,八木一之,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :食道平滑筋腫の6例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6).
黄 政龍,山下直己,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :胸腺嚢腫の-治験例,第32回日本胸部疾患
学会近畿地方会 (1988.ll).
井上孝史,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,吉谷 信,大久保憲一,植田充宏,秋山文弥 :気道圧迫症状を
呈した胸腺嚢腫の一例,静岡県,外科医会第146回集談会 (1988･6･)･
塩田哲広,池田貞雄,石田久雄,桂 敦史,塙 健,八木一之,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,船津武志
:縦隔 ドレナージにより治癒した縦隔ガス壊症の一例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988･ll).
3. 結 核
佐坂徳治,渡部 智,花岡伸治,高橋 豊,小林 淳,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,
人見滋樹 :有茎性大網移植片充填による術後気管支療閉鎖術の2例,第144回近畿外科学会 (1988.12).
渡部 智,石田久雄,横見瀬裕保,中村達雄,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶
彦,人見滋樹,他 2名 :有茎性大網移植片充填による膿胸気管支療閉鎖術及び閉鎖後気管支粘膜の血流測定,罪
41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).
山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :気管支結核の2治験例,第11回日本気管支
学会総会 (1988.5).
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山下直己,黄 政龍,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利,北野司久,他 2名 :有凄性慢性膿胸に対する有茎性大
網充填術の臨床経験,第143回近畿外科学会 (1988.5).













平田敏樹,山田 隆,八木 健,宝 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:肺結核に合併
した肺癌の臨床的検討,日本結核病学会総会 (1988.6).
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:気管支結核に
対する外科療法,静岡県外科医会 (1988.6).
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:肺癌に合併し
た肺結核の臨床的検討,東海感染症研究会 (1988.10).
室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:当科における
肺真菌症とその手術例の検討,静岡県外科医会 (1988.9).
室 恒太郎,山田 隆,平田敏樹,八木 健,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:当科における
肺真菌症の検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988･ll).




山中 晃,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :気管支結核の2治験例,第11回日本気管支
学会総会 (1988.5).
土居裕幸,小阪真二,他 3名 :M･Kansasiの1治験例,第41回高知県医師会医学会 (1988.8).
桂 敦史,石田久雄,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄
:膿胸を併発した自然気胸の3例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).





田村康一,河原崎茂孝,池 修,人見滋樹,五十部潤,水野 浩,清水慶彦,他 3名 :-バ リン化 poly-
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urethaneの静脈用人工血管-の応用に関する基礎的研究,第26回日本人工臓器学会 (1988.9).
田村康一,高橋 豊,小林 淳,池 修,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,五十部潤,
中村達雄,渡部 智,河原崎茂孝,他 3名 :新しい医療用接着剤の呼吸器外科領域-の応用- 基礎的 ･実験的
検討- ,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).
渡部 智,中村達雄,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,清水慶彦,人見滋樹 :-イドロキシアパタ
イト含有ポリ乳酸ピンを用いて整復固定を行った小児胸骨骨折の1例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (19
88.6).






































ARTIFICIAL ESOPHAGUS USING A COLLAGEN COATING SILICONE TUBE,3RDWORLD
BIOMATERIALSCONGRESSt1988.4).
池 修,清水慶彦,岡田敏行,夏目 徹,渡部 智,人見滋樹,筏 義人 :新生食道の再生を目指したコラ
ーゲン被覆シリコーン人工食道の検討,第26回日本人工臓器学会総会 (1988･9)･
池 修,清水慶彦,岡田敏行,夏目 徹,渡部 智,人見滋樹,筏 義人 :コラーゲンを用いた人工食道の
検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988･10).
黄 政龍,山下直巳,松井輝夫,辰己明利,山中 晃,北野司久 :両側気胸の一期的手術に胸骨正中切開にお
けるポリ乳酸胸骨接合ピンを使用した-症例,第143回近畿外科学会 (1988･5).
乾 健二,千原幸司,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦,他 3名 :体外陰圧式人工呼吸器の使用経験,第15回
集中治療医学会総会 (1988.2.25).
松原義人,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,李 永浩,桂 敦史,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :ポリエチレン･メッシュによる胸壁再建術,第41回日本胸部外科学会総会 (1988･10).

















山本克人,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :心筋自由壁破裂 (Oozingtype)を合併した広範囲前壁梗塞の1例,
日本循環器学会中国四国地方会第53回総会 (1988.ll).
小川 聡,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :非観血的診断で開心術を決定した心室中隔穿孔の2例,第 3回四国
循環器研究会 (1988.2)
山本克人,井上寛治,宮本信昭,他 7名 :解離性大動脈輝 (DeBakeyⅢ+Ⅲ)を合併した Marfan症候群の1
例,第52回日本循環器学会中国四国地方会 (1988.6).
李 永浩,宮本 魂,光岡明夫,他8名 :冠動脈撃縮型狭心症を伴った肺癌の1手術例,第144回近畿外科学
会 (1988.12).




上田哲也,宮本 魂,村田紘崇,李 永浩,他7名 :Sealedruptureofabdominalaorticaneurysm が疑われ
た腎動脈下解離性大動脈輝の1例,第66回日本循環器学会近畿地方会 (1988.12).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :ビデオクリニッ
ク CUSA を用いた巨大右房粘液膜摘出術+三光弁弁輪形成術+CAIiG の一例, 第41回日本胸部外科学会総会
(1988.10.)
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥: Bj6rk-Shiley
Monostrut弁の臨床的検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10.)
井上孝史,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :外傷時A型大動
脈解離の一例,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :成人型動脈管憩
室動脈癖の手術経験,:第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6.).
吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :当院における
LVAD 使用3例の検討一離脱成功の一例を中心に,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･6).





富谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :SARNS社製膜
型人工肺の使用経験,サーンズ膜型人工肺研究会 (1988.2).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :不安定狭心症と
早期 AMIに対する CABG,第18回日本心臓血管外科学会総会 (1988.2).
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :感染性心内膜炎
に対する弁置換術の問題点,第18回日本心臓血管外科学会総会 (1988.2.).
吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,大久保憲一,井上孝史 :人工弁置換術后の血栓弁に
対する再弁置換術例の検討,第3回静岡血栓症研究会 (1988.3).
井上孝史,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :血胸を伴う外傷
性急性A型大動脈解離の一例 :静岡県外科医会第145回集談会 (1988.3.).
大久保憲一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,井上孝史,秋山文弥 :開心術時回収血
液再利用に関する検討,第3回静間輸血懇話会学術集会 (1988.4).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :前下行枝-の
LIMAの経験と問題点,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :シンポジウム
遠`隔成績からみた呼吸器外科における機能温存を計る外科治療'前胸壁変形に対する腹直筋有茎性胸骨翻転術の
遠隔成績,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6.).















田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,西尾 斉,山口正人,上村博幸,伊東政敏,小林君美 :大動脈基
部複合手術で治療した解離性大動脈橋の1例,第38回岐阜循環器疾患研究会 (1988.ll.19).
間中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,西尾 斉,山口正人,上村博幸,伊東政敏,小林君美 :大動脈弁
逆流を来し早期手術を行った Ⅰ型 VSDの1例,第5回岐阜小児循環器懇話会 (1988.12･3).
山下克彦,宮本 観,村田紘崇,光岡明夫,他11名 :急性大動脈解離の治療成績の検討,第41回日本胸部外科
学会総会 (1988･10).
向井資正,宮本 観,村田紘崇,光岡明夫,他9名 :人工弁置換術後急性期における Pitfal: 大動脈弁僧帽
弁2弁置換術後イ削員弁位に生じた Stuckvalveの1症例,第17回近畿心臓外科研究会 (1988.8).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :パネルディスカ
ッション"急性大動脈解離の外科一急性A型解離の治療方針と手術術式-,第41回日本胸部外科学会総会 (1988･
10),
吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,大久保憲一,井上孝史,植田充宏,秋山文弥 :Ⅰ･VAD(補助
心臓)使用による重症心筋梗塞の-救命例,静岡県外科医会第146回集談会 (1988.6).
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和田洋巳 横見瀬裕保,乾 健二,李 民実,神頭 徹,山崎文郎,青木 稔,人見滋樹 :LDV を用いた犬
自家及び同種気管支吻合部の治癒状態の検討,第81回外科学会総会 (1988.4.21).
青木 稔,乾 健二,平井 隆,李 民実,和田洋巳,人見滋樹 :肺移植における免疫抑制剤 FK506の効
栄,第5回肺および心肺移植研究会 (1988.ll).
青木 稔 :肺移植における気管支吻合部の病理学的検討,第3回京都大学移植研究会 (1988.3).
青木 稔,横見瀬裕保,李 民実,乾 健二,和田洋巳,人見滋樹 :犬同種肺移植におけるドナー吻合部気管
支の組織学的検討,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).
青木 稔,乾 健二,横見瀬裕保,李 民実,平井 隆,神頭 徹,和田洋巳,人見滋樹 :犬同種左肺移植に
おける免疫抑制剤の効果･･FK-506を中心に,第24回日本移植学会総会 (1988.9).
乾 健二,横見瀬裕保,李 民実,神頭 徹,平井 隆,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :犬同種左肺移植に
おけるドナー気管支動脈温存による気管支粘膜血流改善効果,第24回日本移植学会総会 (1988.9.30).
乾 健二,横鬼瀬裕保,李 民実,神頭 徹,平井 隆,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :ドナー気管支動脈
温存による気管支粘膜血流改善効果の検討,第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10.5).
乾 健二,平井 隆,李 民実,青木 稔,和田洋巳 人見滋樹 :移植肺における気管支吻合部血流改善の工
夫,第5回肺および心肺移植研究会 (1988.ll.5).






























清谷哲也,中村聡人,福瀬達郎,和洋 仁,玉田二郎 :多発性薄壁空洞陰影を呈した 1症例,第32回岡山胸部
疾患懇話会 (1988.9).






河原崎茂孝,千原幸司,人見滋樹,清水慶彦 :焦竃式呼吸センサーの開発 と応用 (会長推薦講演),第28回日
本胸部疾患学会総会 (1988.4).
千原幸司,岡田賢二,青木 稔,田村康一,渡部 智,和田洋巳,人見滋樹,三嶋理晃,久野健忘 :巨大ブラ
症のブラ内の換気についての考察 (換気運動評価法から),第33回気胸研究会全国集会 (1988.5).
清谷哲也,中村聡人,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :長期 ドレナージを要した気胸症例の検討,第33回気胸
研究会 (1988.5).
中村聡人,清谷哲也,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :経過中自然縮小した巨大肺嚢胞症の検討,第33回気胸
研究会 (1988.5).
中村聡人,清谷哲也,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :気管支鏡による気道出血の制御が有用であった胸部外
傷症例の検討,第11回気管支学会総会 (1988.5).
清谷哲也,中村聡人,和滞 仁,小林 淳,玉田二郎 :当科における気管支異物の検討,第11回気管支学会総
会 (1988.5).





小林 淳,石田久雄,高橋 豊,横見瀬裕保,神頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋
樹,気管出血に対し気管支動脈結さつ摘出術を行った1例,第31回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.6).
小林 淳,佐坂徳浩,花岡伸治,高橋 豊,中村達夫,福頭 徹,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,
人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :転移性肺歴疾 (再発)として開胸した横隔膜- ルニアの1例,第32回日本胸部
疾患学会近畿地方会 (1988.ll).




田村康一,横見瀬裕保,池 修,五十部潤,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦
:気管 ･気管支形成術後の合併症,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).
田村康一,人見滋樹,他 3名 :気管支皮膚寮に対する広背筋皮弁移植術- 乳癌切除後の放射線照射例- ,
第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).












秋山仁一郎,山田 隆,八木 健,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,カレッド･レシャード:啄血を主訴と
した非定型的な胸部X線像を呈したサルコイドー シスの1例,第 8回サルコイ ドー シス学会総会 (1988.ll).




小阪真二,井上寛治,宮本信昭,他 7名 :気管支管状切除の2手術例,第41回高知県医師会医学会 (1988.8).
江崎 寛,田中文啓,寺町政美,井上律子,伊東政敏,小林君美 :術前確定診断が得られず開胸術を行った非
肺癌症例の検討,第43回国立病院療養所総合医学会 (1988.ll.ll).
山田 隆,平田 敏樹,八木 健,窒 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:胸部X線上
空洞形成を呈せた過敏性肺臓炎の1例,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).
八木 健,山田 隆,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:当院における
マイコプラズマ肺炎の臨床的検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).
秋山仁一郎,山田 隆,八木 健,平田敏樹,室 恒太郎,糸井和美,カレッド･レシャード:肺梗塞16例の
臨床的検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).
糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:子宮癌に肺胞
蛋白症を合併した1例,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988. ).
池田貞雄 :クリプトコックス症の診断と治療,第8回京都呼吸器疾患シンポジウム (1988.8).
塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎堀 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,
池田貞雄 :肺クリプトコックス症12例の診断と治療,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).
池田貞雄,李 永浩,塩田暫広,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,
船津武志 :肺クリプトコックス症の血清学的診断,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).
松原義人,船津武志,畠中陸郎,塙 健 八木一之,李 永浩,小鰭 覚,横堀 徹,塩田哲広,二宮和子,
池田貞雄 :巨大気腫性肺嚢胞症に対する両側手術,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4)･
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシヤード:当院における
医原性気胸の検討,気胸研究会総会 (1988.4).
塩田哲広,桂 敦史,李 永浩,塙 健,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸都,船津武志,
池田貞雄 :高齢者自然気胸の外科治療,第 5回日本呼吸器外科学会総会 (1988･6).
八木一之,桂 敦史,李 永浩,塩田暫広,塙 健,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :巨大肺嚢胞症における外科治療の意義 (シンポジウム),第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988･
6).
船津武志,塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,
池田貞雄 :自然気胸における気腫性肺嚢胞と成因,第50回日本臨床外科医学会総会 (1988･ll).
塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田暫広,八木一之,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
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池田貞雄 :気管軟化症の実験的研究 (Younglnvestigator'sAward),第41回日本胸部外科学会総会 (1988.10).
船津武志,松原義人,小鰭 覚,八木一之,塙 健,塩田哲広,李 永浩,桂 敦史,二宮和子,畠中陸郎,
池田貞雄 :気腫性肺嚢胞の要因と胸膜下療痕について,第33回気胸研究会 (1988.5).
塙 健,李 永浩,塩田暫広,榎掘 徹,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄
:気管軟化症の実験的研究-モデル作製と気管外固定法の検討,第88回日本外科学会総会 (1988.4).
李 永浩,池田貞雄,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,八木一之,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,
船津武志,肺クリプトコックス症における免疫組織学検討,第28回日本胸部疾患学会総会 (1988.4).
塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄
:開胸手術における肋間神経凍結麻酔の有用性,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).
カレッド･レシャード,山田 隆,平田敏樹,八木 健,宝 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎 :胸部外傷自験
例の検討,日本呼吸器外科学会総会 (1988.6).
糸井和美,山田 隆,平田敏樹,八木 健,室 恒太郎,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:術後硬膜外麻
酔の肺機能への影響,日本呼吸器外科学会 (1988.6).
池田貞雄,塙 健,桂 敦史,李 永浩,塩田哲広,八木一之,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,
船津武志 :気管気管支軟化症の臨床的検討,第11回日本気管支学会総会 (1988.5).




李 永浩,桂 敦史,塩田暫広,塙 健,八木一弘,小鰭 覚,畠中陸郎,二宮和子,松原義人,船津武志,
池田貞雄 :-側気胸手術後の対側気胸発症例の検討,第31回日本胸部外科学会関西地方会 (1988.6).
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:当院における
新生児気胸例の検討,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.5).
カレッド･レシャード:胸膜疾患の診断と治療,医師会講演 (1988.7).
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎,カレッド･レシャード:新生児気胸,
気胸研究会 (1988.2).
李 民夫,李 美於,生島宏彦,千原幸司 :腎炎にびまん性肺胞出血を合併した-若年女性例,第31回日本胸
部疾患学会近畿地方会 (1988.6).
高井晶子,倉田昌彦,他 1名 :噂疾中の微生物 と Lysozaime活性,第31回日本臨床病理学会近畿支部総会
(1988.4).
張 謙益,瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦 :胸壁動静脈癖の1例,第143回近畿外科学会 (1988･5).






佐竹範夫,渡部 智,人見滋樹,他 5名 :乳癌の術後6年目で繰り返す月敬 にて発見された気管支結石の1手
術例,第32回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1988.ll).
平田敏樹,山田 隆,八木 健,室 恒太郎,糸井和美,秋山仁一郎, カレッド･レシャード:Swyer-James
症候群の1例,日本胸部疾患学会東海地方会 (1988.ll).
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石川清司,源河圭一郎,国吉責行,前里和夫,他 1名 :背部弾性線維腫のCT所見の検討,第 5回日本呼吸器
外科学会,東京 (1988).
乾 健二,瀬尾憲正,曲淵達雄,村山隆紀,新宮 興,千原幸司,横鬼瀬裕保 :セラミック肋骨ピンにより胸
壁固定を行い良好に経過した FlailChestの一例,第16回日本救急医学会総会 (1988･11･24).
日向真一,土屋 潔,田中 暁,小山 弘,本田和徳,大久保憲一,上野陽一郎,秋山文称,伊藤忠弘,岩田
政敏,北市正則 :気胸をくり返した"との粉'による珪肺症の一例,第53回日本胸部疾患学会東海地方会 (1988･5)･














田村康一,人見滋樹 :肺動静脈凄 (115-117),外科 Q&A,3,内分泌 ･顔面 ･頚部 ･バ ･血管 ･リンパ管 ･乳








〔誌 上 発 表〕
1. 膿 蕩
青木 稔,人見滋樹 :非小細胞癌の臨床像,臨床医,14(増刊号):470A71,19881
和田洋巳,青木 稔,人見滋樹,和多田すみ子,平野照子 :肺癌手術とその看護, オペナ-シンダ,3(10):
14-20,1988.
田村康一,平田敏樹,池 修,五十部 潤,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,和田洋己,伊藤元彦,人見滋
樹,清水慶彦 :AnteriorMediastinalTracheostomyを行った気管癌の1例,胸部外科,41,45-49,1988.
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鈴木 清,中野 豊,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:胸水中の后平上皮癌関連抗原
(SCC抗原)測定の臨床的意義.日本胸部疾患学会雑誌,26:923,1988.
塩田暫広,塙 健,松原義人,李 永浩,榎掘 徹,小鰭 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄
:巨大な良性限局性胸膜中皮腫の1切除例,日本胸部臨床,47(10):895-898,1988.








揮村献児,李 龍彦,末舛恵一,宮沢直人,山口 豊,仲田 祐,大田満夫,於保健吉,伊藤元彦 ‥R2.3縦隔
郭清を施行した N2肺癌切除成績の検討,肺癌,28(1):1-9,1988.





川畑 勉,石川清司,源河童一郎,国吉英行,前里和夫,他 7名 :気管支分岐異常に合併 した良性限局性胸膜
中皮腫の1例,国療沖縄病院医学雑誌,9(1):58-61,1988.
小松彦太郎,古瀬清行,柳井 登,源河童一郎,安倍隆二,他16名 :小細胞癌に対する Carboplatinの Phase
□ Study,癌と化学療法,15(8):2313-2318,1988･
国吉頁行,石川清司,源河童一郎,前里和夫,他 2名 :肺癌に対する IJimtedOperationの検討,国療沖縄病
院医学雑誌,9(1):43-45,1988.
久場睦夫,仲宗根恵俊,大城盛夫,前里和夫,川畑 勉,国吉責行,石川清司,源河童一郎,他 3名 :非小細
胞肺濠に対する Cioplatinを主剤とした各種 Regimenの検討,国療沖縄病院医学雑誌,9(1):27-32,1988.




本成 充,源河圭一郎,他 1名 :肺がん344例の臨床統計学的解析(Ⅰ),(Ⅱ),沖縄県公害衛生研究所報,22:
29′-42,1988.
前里和夫,川畑 勉,国吉責行,石川清司,山内和雄,源河童一郎,他 2名 :気管支頼粒細胞膿の1治験例,
呼吸器外科,2(3):191-196,1988.
前里和夫,川畑 勉,国吉実行,石川清司,山内和雄,源河圭一郎,他 6名 :国立療養所沖縄病院における非
小細胞癌 pN2例の検討,国療沖縄病院医学雑誌,9(1):62-65,1988.
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高橋 豊,KhaledReshad,乾 健二,岡野昌彦,糸井和美,中野 豊,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健 :縦隔
嚢状 リンパ管腫の1切除例,臨床胸部外科,8(2):195-199,1988.
M･Matui,H･Fukuyama,Ⅰ･Akiguchi,H,Wada,M･Kameyama‥CirculatingCD4+CD8+Dual-Labeレ








桑原正喜 :縦隔腫癌の診断に対する CT 検査の有用性,関西電力医学雑誌,19(2):21-25,1987.
伊藤元彦 :縦隔腫癌の病態と治療一悪性杯細胞性腫癌の生物学的性状-,日本胸部外科学会雑誌,36(5):763
-765,1988.




藤村重文,今井 督,近藤 丘,半田政志,一ノ瀬高志,白石裕治,松村輔二,佐々木 寛,玉稿信彰,仲田
祐,<討論1>伊藤元彦,<討論2>宮沢直人 :縦隔悪性旺細胞性腫癌の臨床的病理学的検討,胸部外科,41(5)
:353.-363,1988.








高橋 豊,カレッド･レシャード,糸井和美,平田敏樹,室 恒太郎 :Swan-Ganzcatheterによる肺梗塞 ･
膿胸の1手術例,呼吸器外科学会雑誌,2(4):291-299,1988.
辰巳明利,北野司久,藤尾 彰,松井輝夫,山下直己,黄 政龍,山中 晃 :有療性慢性膿胸に対する有茎性
大網充填術-とくに肺結核に起因する症例について-,日本呼吸器外科学会雑誌,2(4):222-229,1988.
辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直巳,黄 政龍 :Salmonelatyphi感染後43年を経て発症し
た慢性膿胸の1手術例,日本胸部疾患学会雑誌,26(2):169-173,1988.
北野司久,辰巳明利,松井輝夫,山下直己,山中 晃,藤尾 彰 :有療性慢性膿胸に対する有茎性大綱充填術
の臨床的意義,日本胸部外科学会雑誌,36(8):1255-1263,1988.
4. 人工材料





LEASE AND DEGRADATION CHARACTERISTICSAND ANTITUMOR EFFECTSOFADRIA-
MYCIN-CONTAININGPOLY-L-LACTICACIDMICROSHERES,IMPLANTMATERIALSIN BIOI
FUNCTION,ADVANCESIN BIOMETERIALS,VOLUME8,257-262,1988.
田村康一,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦,他 3名 :外科用接着剤としての ethoxy-ethylcyanoacrylateの応
用一組織反応について-人工臓器,17,739-742,1988.









北野司久 松井輝夫,辰巳明利,黄 政龍,山下直巳,山中 晃 :胸郭変形に対する吸収性合成高分子 PLA
ストラットを利用した矯正術,小児外科,20(1):71-77,1988,





伊東政敏,江崎 寛,加用意作,山口正人,白木 硬,上村博幸,小林君美, :心筋梗塞を合併した連合弁膜
症の2弁置換の1例,岐阜県医師会医学雑誌,1:151-155,1988(9).
島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :不安定狭心症 と早期 AMIに対する
CABG,日本心臓血管外科学会雑誌,18(2):298-300,1988.
山口正人,上村博幸,白木 硬,森 厚,伊東政敏,小林君美,江崎 寛 :僧帽弁狭窄症に対する新しい治
療法-経静脈的僧帽弁交連切開術について-,岐阜県医師会医学雑誌,1:145-150,1988(9).
井上寛治 :経皮的経静脈的僧帽弁交連裂開術,別冊医学のあゆみ (メディカル ･トピックス 3),95,1988.
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上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :感染性心内膜炎に対する弁置換術の問題
点,日本心臓血管外科学会雑誌,18(3):389-390,1988.
井上寛治 :経皮的経静脈的僧帽弁交連裂開術- 心臓病の治療 ･トピックス- . 治療,70(2):219-223,
1988.
平井 隆,他6名 :心筋梗塞を併発し緊急 A-Cバイパス術を行った単冠動脈症の1例,胸部外科,41(8):
671-675,1988.









伊藤元彦 :主訴 ･症状からみた救急プライマリ- ･ケア 啄血,外科治療,58(2):233-236,1988.
山中 晃 北野司久,辰巳明利,松井輝夫,山下直巳,黄 政龍,高橋憲太郎,加藤弘文,岡田慶夫,他 1名
:気道上皮および気管支腺の再生過程に関する実験的研究,気管支学,9(4):349-353,1988.
カレッド･レシャード,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,乾 健二 :気管支動脈結切除術の経験,日本呼吸器
外科学会誌,1:99,1988.














































分 子 病 理 学 分 野
〔学 会 発 表〕





























細 胞 生 物 学 分 野




















藤野まどか,琴浦良彦,岡 正典,永田和宏 :培養軟骨細胞はフィブロネクチンの RGDS配列に結合する
か?.日本整形外科学会,1988年 9月,東京.

























永田和宏,佐賀信介 :コラーゲン結合能 を持った新しい熱 ショックタンパク質 (hsp47)･ 細胞工学 第 7巻
55-64(1988)
永田和宏 :熱ショック蛋白質と温熱耐性発現 代謝 第28巻 臨時増刊号 ｢癌 '88｣ 235-240(1988).
永田和宏 :熱ショック蛋白質の新展開.実験医学.第6巻,83ト833(1988).
佐賀信介,平芳一法,永田和宏 :コラーゲン結合性熱ショック蛋白質 hsp47- コラーゲンとの関係を中心に.
生体の科学,第39巻 270-274(1988).
永田和宏 :温熱 と genecontrol- 熱ショック蛋白質 の発現機構･ BIOTHERAPY 第 2巻, 1029-1035
(1988).






プ ロ グ ラ ム
挨 拶
序 論






伊 藤 嘉 明 (京大 ･ウイルス研)
永 田 和 宏 (京大 ･胸 部 研)
由 良 隆 (京大 ･ウイルス研)
A･Laszlo(WashingtonUniv･St･Louis)
G.C.Li(UCSF,SamFrancisco)
矢 原 一 郎 (東 京 都 臨 床 研)
5. A TransformationandDifferentiation-sensitiveHeatShockProtein(hsp47)
平 芳 一 法 (京大 ･胸 部 研)
翠 川 修 (京大 ･医)
世話人 永 田 和 宏 (京大 ･胸 部 研)
伊 藤 嘉 明 (京大 ･ウイルス研)
武 部 啓 (京大 ･医)
翠 川 修 (京大 ･医)
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高橋正治,平岡真寛,徐 志堅,芥田敬三,西村恭昌,永田 靖,増永慎一郎,阿部光幸 :深在性腫癌の放射
線併用温熱療法の成績と治療評価に関する問題点.癌と化学療法,15:1408-1413,1988.
永田 靖,中野喜久,高橋正治,阿部光幸,佐賀恒夫,岡島 肇,細野 真,光野重根 :肝癌の骨転移に対す
る動脈塞栓療法.日本医放会誌,48:417-422,1988.
西村恭昌,高橋正治,平岡真寛,徐 志堅,芥田敬三,永田 靖,阿部光幸 :腹部骨盤部深部腫癌に対する温
熱併用放射線治療の予後因子に関する検討.日本医放会誌,48:433-443,1988.
高橋正治 :腹部消化器癌に対する放射線療法の適応,外科,50:755-760,1988.
西台武弘,永田 靖,湯川 豊,野原弘基,高橋正治,阿部光幸,山岡俊行,石原 浩,久保康文,太田 宏,
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M･Abe,M･Takahashi,K･Ono,T･Tobe,T･Inamoto: Japan gastrictrialsin intraoperativeradiation
therapy･tntJRadiatOncoIBioIPhys,15:1431-1433,1988･
古瀬清行,原 信行,西脇 裕,成毛前夫,池上暗通,高橋正治,飯岡状吾,仁井谷久暢 :非切除非小細胞肺
癌 (臨床病期ⅢA N2,PerformanceStatus0,1)の予後一第28回日本肺癌学会総会 (1987年 ･大阪)シンポジュ
ム ｢Ⅲ期 (N2月 巨小細胞肺癌の治療｣における集計報告.肺癌,29:1-7,1989.
















西村恭昌,平岡真寛,徐 志堅,芥田敬三,永田 靖,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :大腸癌に対する放
射線治療の検討,温熱療法の意義.同上,p･174･
西台武弘,永田 靖,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :CT シミュレータの性能.同上 p･176･
永田 靖,西台武弘,増永慎一郎,高橋正治,阿部光幸 :CT シミュレータの臨床応用 (その意義と問題点).
同上･,p.213･








鍵谷 勤,西本 清一,芝本 雄太,正 俊,周 令,笹井啓資,下川和弘,久永順郷,高橋正治,阿部
光幸 :フッ素化ニトロアゾ-ル誘導体の低酸素性細胞増感性能.同上,pl652･




〔第24回 日本医学放射線学会秋期臨床大会 昭和63年10月14-15日 久留米〕








































母里知之 :文部省がん特別研究 Ⅰ｢放射線の制がん効果を増強する薬剤の開発とスクリー ニングシステムの確
立に関する研究｣｡ 昭和62年度 文部省科学研究費補助金による ｢がん｣特別研究報告集録,1988(3月), p･
421-423.





[二誌 上 発 表〕
Maeda,M･,Noma,T.,Hama,K･andHonjo,T･: ApplicationofaTcellinederived from aSdzary
syndromeforhumaninterleukin-4assay.Immunol.Let.,1988,18:247-254.
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Ohno,Y･,Aoki,N･andMaeda,M.: Effectsofnaturalhumaninterferon-α,-βand -γoninterleukin2
productioninhumanperipherallymphocytes･Immunol･Lett･17‥ 339-344,1988･
〔学 会 発 表〕




前田道之,宇佐美-政,沢見万里,清水 章,内山 卓,淀井淳司,本庶 佑 :Stabilityoftheleukemiccel
cloneinvivoinachronicATL,第47回日本癌学会総会,1988年9月,東京
多森繁喜,小高泰一,神尾昌則,内山 卓,内野治人,前田道之 :IL-2依存性,非依存性 ATL細胞株にお
けるCキナーゼ活性化による細胞増殖の相違.第47回日本癌学会総会,1988年9月,東京.
小高泰一,多森繁善,神尾昌則,内山 卓,内野治人,前田道之 :IL-2依存性,非依存性 ATL細胞株にお
ける Ⅰし2,TPA 刺激後の C-myc,C-myb発現の相違,第47回日本癌学会総会,1988年9月,東京.



























川勝一雄,谷川原祐介 :テオフィリン.掘 了平監修 ｢薬物血中濃度モニタリングのための PopulationPhar-
TnaCOkinetics入門｣p･265-275,薬業時報社,1988･
川田昌子 (共同執筆):｢呼吸器病レジデントマニュアル｣.泉 孝英,宮城征四郎編,医学書院,1988.
〔二誌 上 発 表〕
川勝一雄,武山正治,川合 満 :徐放性テオフィリン製剤の吸収特性に関する比較検討. アレルギー37(5),
256-264,1988.
Sano,M.,Kawakatsu,K.,Ohkita,C･,Yamamoto,I･,Takeyama,M･,Yamashita,H･,andGoto,M･:Effects
ofEnoxacin,OfloxacinandNorRoxacinonTheophylineDispositioninHumans･Eur･J･Clin･Pharmacol･,35,
161-165,1988･
